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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年1月30日(2020.1.30)

【公開番号】特開2019-178132(P2019-178132A)
【公開日】令和1年10月17日(2019.10.17)
【年通号数】公開・登録公報2019-042
【出願番号】特願2019-70364(P2019-70364)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/52     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/64     (2017.01)
   Ａ６１Ｐ   3/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/62     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/13     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/19     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ   19/00     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   14/52     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   16/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   38/18     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/64     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/10     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/62     　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ   15/13     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/19     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年12月16日(2019.12.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒト血清アルブミン（ＨＳＡ）ポリペプチドに連結した増殖分化因子１５（ＧＤＦ１５
）領域を含む、融合タンパク質。
【請求項２】
　ＨＳＡポリペプチドが、配列番号１１０で表されるアミノ酸配列を含む、請求項１に記
載の融合タンパク質。
【請求項３】
　前記ＧＤＦ１５領域が、前記ＨＳＡポリペプチドに、ポリペプチドリンカーによって連
結される、請求項１又は２に記載の融合タンパク質。
【請求項４】
　前記ポリペプチドリンカーが、配列番号１８、３０、３４、４０、５８、６１、６４、
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６９、７２、７５、７８、１１３、１１６、１１９、１２２、１２５又は１２８で表され
るアミノ酸配列を含む、請求項３に記載の融合タンパク質。
【請求項５】
　前記ポリペプチドリンカーが、配列番号１８、１１３、１１６、１１９、１２２、１２
５又は１２８で表されるアミノ酸配列を含む、請求項４に記載の融合タンパク質。
【請求項６】
　前記ＧＤＦ１５領域が、配列番号４、８又は１２と少なくとも約８５％同一であるアミ
ノ酸配列を含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の融合タンパク質。
【請求項７】
　前記ＧＤＦ１５領域が、配列番号４、８、１２、２５、５２又は５５で表されるアミノ
酸配列を含む、請求項１～６のいずれか一項に記載の融合タンパク質。
【請求項８】
　前記ＧＤＦ１５領域が、配列番号１２と少なくとも約８５％同一であるアミノ酸配列を
含み、３位に変異を含む、請求項６に記載の融合タンパク質。
【請求項９】
　３位の変異がＮ３Ｑ変異である、請求項８に記載の融合タンパク質。
【請求項１０】
　配列番号１１２、１１５、１１８、１２１、１２４、１２７又は１３０に少なくとも約
８５％同一であるアミノ酸配列を含む、請求項２に記載の融合タンパク質。
【請求項１１】
　さらに第２のＨＳＡポリペプチドを含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載の融合
タンパク質。
【請求項１２】
　第２のＨＳＡ配列が、配列番号１１０で表されるアミノ酸配列を含む、請求項１１に記
載の融合タンパク質。
【請求項１３】
　（ｉ）請求項１～１２のいずれか一項に記載の融合タンパク質を含む、第１のタンパク
質、及び
（ｉｉ）ＧＤＦ１５領域を含む、第２のタンパク質、
を含む二量体。
【請求項１４】
　前記第２のタンパク質のＧＤＦ１５領域が、配列番号４、８又は１２と少なくとも約８
５％同一であるアミノ酸配列を含む、請求項１３に記載の二量体。
【請求項１５】
　前記第２のタンパク質のＧＤＦ１５領域が、配列番号４、８、１２、２５、５２又は５
５で表されるアミノ酸配列を含む、請求項１４に記載の二量体。
【請求項１６】
　前記ＧＤＦ１５領域が、配列番号１２と少なくとも約８５％同一であるアミノ酸配列を
含み、３位に変異を含む、請求項１３に記載の二量体。
【請求項１７】
　３位の変異がＮ３Ｑ変異である、請求項１６に記載の二量体。
【請求項１８】
　前記第２のタンパク質が、さらに、ヒト血清アルブミン（ＨＳＡ）ポリペプチドを含む
、請求項１３～１６のいずれか一項に記載のダイマー。
【請求項１９】
　ＨＳＡポリペプチドが、配列番号１１０で表されるアミノ酸配列を含む、請求項１８に
記載のダイマー。
【請求項２０】
　前記ＧＤＦ１５領域が、前記ＨＳＡポリペプチドに、ポリペプチドリンカーによって連
結される、請求項１８又は１９に記載のダイマー。
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【請求項２１】
　前記ポリペプチドリンカーが、配列番号１８、３０、３４、４０、５８、６１、６４、
６９、７２、７５、７８、１１３、１１６、１１９、１２２、１２５又は１２８で表され
るアミノ酸配列を含むポリペプチドリンカーである、請求項２０に記載のダイマー。
【請求項２２】
　前記ポリペプチドリンカーが、配列番号１８、１１３、１１６、１１９、１２２、１２
５又は１２８で表されるアミノ酸配列を含む、請求項２１に記載のダイマー。
【請求項２３】
　第２のタンパク質が、配列番号１１２、１１５、１１８、１２１、１２４、１２７又は
１３０に少なくとも約８５％同一であるアミノ酸配列を含む、請求項２２に記載のダイマ
ー。
【請求項２４】
　さらに第２のＨＳＡポリペプチドを含む、請求項１８～２３のいずれか一項に記載のダ
イマー。
【請求項２５】
　第２のＨＳＡ配列が、配列番号１１０で表されるアミノ酸配列を含む、請求項２４に記
載のダイマー。
【請求項２６】
　第１のタンパク質と第２のタンパク質が、ジスルフィド結合を介して結合する、請求項
１３～２５のいずれか一項に記載のダイマー。
【請求項２７】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載の融合タンパク質又は、請求項１３～２６のいず
れか一項に記載のダイマーを含む、治療において用いるための医薬組成物。
【請求項２８】
　代謝性障害を治療するための、請求項２７に記載の医薬組成物。
【請求項２９】
　糖尿病、肥満、脂質異常症又は糖尿病性腎症を治療するための、請求項２８に記載の医
薬組成物。
【請求項３０】
　対象における、食物摂取、体重、インスリンレベル、トリグリセリドレベル、コレステ
ロールレベル又はグルコースレベルを減少させるための、請求項１～１２のいずれか一項
に記載の融合タンパク質又は、請求項１３～２６のいずれか一項に記載のダイマー、を含
む医薬組成物。
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